
第第第第９９９９回回回回    

    
・ 和の分布 

２つの独立な確率変数 X, Yについて以下の定理が成立する。 

・ )()()( YEXEYXE +=+ (期待値の線形性) 

・ )()()( YVXVYXVYX +=+⇒⊥  

( YX , が独立でないときは、 ),()()()( YXCYVXVYXV ++=+ ) 

 おさらい 

 ),( YXC は、Xと Yの共分散 

 

以上の定理は確率変数が n個の場合でも成り立つ。 

i.e. 
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独立同一分布独立同一分布独立同一分布独立同一分布のののの条件条件条件条件(Fは確率分布を表す)        

(independently and (independently and (independently and (independently and identicallyidenticallyidenticallyidentically distributed) distributed) distributed) distributed)    





====

====
⇒

2

21

21

)()()(

)()()(

σ

µ

n

n

XVXVXV

XEXEXE

L

L
 

成り立つ定理は以下の通り 

i.i.d.の下で 
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*これらは様々な分布で成立(第 9回配布プリントで確認) 

 

 

 

 

 

 



プリントの補足 

・ベルヌーイ分布について 

   ベルヌーイ分布とは、２項分布について n=1としたものである。 

   定義 
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    おさらい 

     ),( pnB は２項分布である 

     成り立つ定理は以下の通り 
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・再生性 

  独立にある分布に従う２つの確率変数の和は再びその分布に従う。 

  この性質を再生性と言う。 

  これは、色々な分布で成り立つ。 

  成り立つ定理は以下の通り 
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   （この定理が一番重要！！） 
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・中心極限定理 

・i.i.d.の下で、nを大とすると、 X の分布は 
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標準正規分布の分布関数） 


